































































陸域： 470,814点 海域： 1,238,067点
ブーゲー異常図
高い網羅性
→日本全国の重力異常データを利用可能
知多半島南域から西三河地域にかけての重力異常
北
緯
（度
）
東経（度）
ブーゲー異常の上方接続残差図 仮定密度：
2.30 g/cm3
知多半島南域から西三河地域にかけての地域で、
重力異常とそこから推定される基盤形状について検討
知多半島～西三河地域
（今回検討する地域）
地質調査総合センター(編)(2013) 
重力データベースの活用：良かった点
組織をまたいだデータが（１箇所で）整備されている
データの（空間）網羅性
アクセスのしやすさ
インターネットで公開されている
データの均質性
組織をまたいだデータが同じフォーマットで整備されている
後処理のしやすさ
観測データ→（基本的な処理）
→ユーザーが必要なデータ（ブーゲー異常）として提供
基本的な処理スクリプトをあわせて公開
基本的な素養がある人であれば、専門家でなくてもある程度使える
広域の地下構造を把握する必要な、
ジオダイナミックモデリングを実施することが可能に！
